Development of exchange activity with the student studying abroad to bring global human resources up : “Independence and positivism” please focus on “challenge spirit” by Kimioka, Tomochika et al.
― 1 ― 
 
Tomochika Kimioka，Mikaho Morita，Shiho Kake，Fumiko Nakayama，Tomohisa Yonekura，Nagako 
Matsumiya，Makiko Kodama: Development of exchange activity with the student studying abroad to bring 





君岡 智央  森田 水加穂  掛 志穂  中山 芙充子 








































































































































































































































































ってすすんでかかわっている。          （主体性・積極性）
留学生が困った表情をしている。 ② 留学生が困っていたら，「どうしたの？」などと尋ねながら自分からかか
わっている。                  （主体性・積極性）
③ 留学生が困っていることを解決しようと自分なりに考えて行動している。









る。                     （主体性・積極性）
⑥ 選んだ歌や遊びを自分たちで考えた方法で教えている。 




































































































































































































































































































































































































































 また，グローバル人材の概念にあるその他の  
要素の項目にも目を向け，どのような交流活動  
を行うことができるのかを探っていきたいと考  
えている。  
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